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令和 2 年度第 2 回総合教育会議 会議録（要旨） 
 

１ 会議期日 令和 2年 10 月 27 日(火) 

午後 1 時 30 分～午後 2時 45 分 

２ 会議場所 合志市役所 合志庁舎 2 階庁議室 

３ 出席委員 荒木義行市長 中島栄治教育長 池頭俊委員  

坂本夏実委員 村上貴寛委員 津川裕恵委員   （６名） 

４ 欠席委員 なし 

５ 職務のために出席した者 

          岡田竜太郎政策監 

教育部       岩男竜彦部長 

学校教育課     渕上佳宏教育審議員 

角田賢治指導主事 

        大山寛指導主事 

右田純司課長 

緒田友一学校給食班長 

吉岡敏夫新設校準備班長 

竹田直広総務施設班長 

齋藤正典主幹 

生涯学習課     栗木清智課長 

人権啓発教育課   飯開輝久雄課長 

総務部       髙島圭二部長 

財政課       坂本浩一郎課長 

企画課       松田勝課長 

坂田寛之企画広報班長 

森田由貴恵主幹 

６ 会議の公開・非公開の別    公開 

７ 傍聴者  なし 

８ 会議内容 

 

※開会あいさつ 

 

市長：皆さんこんにちは。今年に入り学校や保育園などでクラスターが発生しないことを願

うばかりであります。また、経済そしてそれぞれ皆さまが抱えている問題がいつまで続くの

だろう、また逆にウィズコロナと言われても怖い。対応については、国も県も二転三転して

収まったかと思うと突然またクラスターが発生しそれを対応している間に県下全域に広が

ってしまう。特に合志市や菊陽町は熊本市に隣接しているのでクラスターが発生するたび
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に必ず余波が合志市に入ってくるので、市民の皆さんはどれだけ注意すればよいのか、どれ

だけお願いすればよいのか、ただ一日も早く特効薬やワクチンの対応ができればインフル

エンザ程度の対応で可能ではないかと思っているが、なかなか思うようにはいかない。 

また、予算について、コロナ対応は別として令和２年度はどうにか財政計画内の予算規模で

納まってくると思っていますが。その中で新設校の建設も順調に進んでいますし、GIGA ス

クールもお約束した通りすべて前倒しで全額予算計上し事業も進行しているようでありま

す。そう言ったものも併せて報告させていただきたいと思いますので、どうぞ各委員の皆さ

まには慎重審議のほどよろしくお願いいたします。  

 

 

・議 事 

市長：議題 1 合志楓の森小・中学校の進捗状況について、事務局より説明を 

 

事務局：資料説明 

 

市長：何かご意見等は 

※各委員：特になし 

 

市長：議題 2 GIGA スクールの進捗状況について、事務局より説明を 

 

事務局：資料説明 

 

市長：タブレットの更新で３年ごとに 7 億円程度の予算が発生する。予算と保護者の要望

については丁寧な説明をお願いする。 

また、教員の配置については県に要望へ行った。 

なお、プールの利活用についても検討いただきたい。 

 

市長：何かご意見は 

   ※各委員：特になし 

 

市長：議題 3 二学期制試行の中間報告について、事務局より説明を 

 

事務局：資料説明 

 

市長：何かご意見は 
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政策監：二学期制の試行について、今後、児童・生徒や保護者へのアンケート調査を実施

する予定はあるのか。 

 

事務局：アンケート調査を実施する必要はあると考えている。今回の報告は、学校側の意

見のみである。 

 

市長：保護者は二学期制と三学期制のどちらが良いのか判断に迷うと思う。試行期間が令

和 4 年度までなので、その間に色々な意見を聞き、課題等の整理ができれば良いと

思う。 

 

委員：二学期制と三学期制のどちらが良いかは、保護者の立場としては良く分からない。

先生の立場で考えると二学期制が良いと感じる。子供たちへの影響はないと思う

が、秋休みで 1 学期と 2 学期の切り替えはできていないと感じた。 

 

委員：校歌は良いと感じた。GIGA スクールについて、機器保守についてはこの予算に入

っているのか。 

 

事務局：機器保守については、別予算で対応する。自然故障については 1 年間の保証があ

るのでそれで対応する。 

 

市長：家に持ち帰った時の故障等についての対応は。 

 

事務局：移動時には、タブレットを守るソフトケースに入れている。また、持ち帰り時の

マニュアルを策定予定であるので、それをもとに保護者等に説明しなるべく故障

を防ぎたいと思う。 

 

市長：ある程度のタブレットの予備はあるのか。 

 

事務局：予備機を 50 台準備している。 

 

委員：タブレット端末を大切に使う上で、子どもにも保護者にも細やかで丁寧な説明が必

要。 

 

委員：校歌については、特に慎重に考えていただきたい。これは校風につながるため、私

は大分改良の余地があると感じる。各年齢層の意見を聞いて赤星先生と相談しなが

ら決めていただきたいと思う。 

   二学期制について、令和 4 年度までの試行の中で、二学期制にする目的があったは
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ずなので、それをさらに確認しながら続けていければと思う。 

 

教育長：校歌については、十分に精査したいと思う。校訓についてももう一度しっかりと

検討したい。また、通学時の子供たちの安全確保についてはしっかりと考えてい

きたい。 

    GIGA スクールについて、タブレットやインターネット環境を整備することで、

教育の公平性が保たれると思う。しかし、多額の費用がかかるので、市長部局と

相談ししっかりと取り組んで行かなければならないと考えている。 

    二学期制については、コロナにより試行の十分な検証ができていない。来年・再

来年にかけてしっかりと検証していきたいので、二学期制の試行については継続

研究とさせていただきたい。 

 

政策監：校歌の歌詞について、「愛」や「正義」とあるが、それが小・中学生に相応しい

ものなのか。また、高音のところがあるが変声期を向かえる子ども達にはきつい

のではないかと感じる。 

 

教育長：「愛」については道徳の授業で「人類愛」「家族愛」の「愛」が出てくる。「正

義」については、いじめ対策において出てくるもの。赤星先生からも「人を愛す

る」「人を大切にする」という意味でのプレゼンがあった。そこは、もう一度検

証したいと思う。高音については、下の旋律作成を依頼中である。 

 

委員：若い人にも歌詞を見せて意見を聞いてほしい。 

 

市長：校歌については、委員等より色々な意見があるので十分に協議してほしい。 

 

教育長：新設校の説明の補足ですが、文部科学省はプールの設置について今後は必要ない

と言っているが、私は必要だと感じているのでしっかりと維持していきたい。 

    また、中学校の部活動については、令和 5 年度から社会体育に移行していくの

で、部活動をどのように維持していくか慎重に取り扱っていきたいと思ってい

る。 

 

市長：新聞に新設校の制服について、選択制になるとの記事が掲載されていた。それを見

た人から「いつから選択制になった」との問い合わせがあった。市内の他の中学校

では問い合わせはないのか。 

 

教育長：合志中では平成 29 年度に選択制を導入している。入学時の保護者説明会で周知

している。 
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市長：それは、特別な許可として保護者は認識しているのでは。 

 

委員：全体的に認識されているかというとそうでもないと思う。ただ、学校側としては、

選択制であると全体に周知しているという認識だと思う。 

 

市長：合志中以外の既存の中学校の制服は、来年度も現行どおりで行くのか。 

 

事務局：その予定である。 

 

市長：保護者からは何の話も出ていないのか。 

 

教育長：西合志中と西合志南中は、12 月中に PTA 役員と協議をする予定。今後も、毎年

12 月に協議の場を設けることとしている。 

    小学校については、標準服を希望する意見がとても多かったので、各小学校にお

いて合意形成の場を作っていくこととしている。 

 

市長：他に意見は。 

   ※各委員：特になし 

 

市長：なければこれで令和 2 年度第 2 回総合教育会議を閉会とする。 

 

以上 


